
小金城跡（松戸市） 築城年代：天文６年（１５３７年）、築城者：高城胤吉

前方が流鉄流山線の小金城址駅ブリッジから見た小金城跡のエリア/この地の豪族で、千葉氏の一族から出た高城氏の居城で、戦国時代の
下総地方を代表する巨城であったと云う



小金城跡縄張図/小金城址駅はこの北西側にある/高城氏は、近くの根木内城から本拠地を移し、ここに小金城
を築き、東葛地方一帯を支配していたと云う/現在はそのほとんどが宅地化されてしまい、馬場曲輪の一部のみ
が「大谷口歴史公園」としてわずかに整備されている



　　　小金城址駅から大谷口歴史公園に向かうと、「馬屋敷」があった所が公園として整備されていた



　　　　「大谷口馬屋敷緑地」とある



　　こんな塩梅



　　左手を見ると土塁の名残があった



　　右手を見たところ/この上部に城域が展開していたようだ



　　　　反対側から土塁を見たところ



　　　　その土塁に登ってみたところ



　大谷口歴史公園側から振り返って大谷口馬屋敷緑地を見たところ/この周辺には根郷谷（根小屋・根古屋）であったようだ



　　　さて、前方の木々の辺りが大谷口歴史公園のようだ



この辺りが金杉口



　　　右手を見ると石碑が立っている



　　　こんな塩梅



　　　アップで見たところ



　小金城跡の保存に功績のあった方の顕彰碑のようだ



兜を戴いた石碑で、「三日月 上向き 家紋」は”千葉氏”らしい



　　　その左手にある階段/ここから虎口門へ行けるようだ



　　　ここはさらに左手にある公園のトイレがあるスペース



説明板が立っている/前方の階段を登ると障子堀があるようだ





　　　　　ここは右手の方にある旧金杉口/ここからも虎口門へ行けるようだ



　旧金杉口を登る



　　　　　前方に何やら立っている



　　　これが金杉口と呼ばれる北側の虎口（城郭の出入口）に立つ門/冠木門形式で復元されている







　これが人工的に造られた広場（平場）



　その先には右手の上部にある郭へ登る階段がある/前方には障子堀があるようだ

　



　　　　　　正面が障子堀のようだ/説明板が立っている



　　　　　北条氏が得意とする築城技術の一つ





　これが障子堀だが、土や植物で埋まっていて良く分からない



　　　　　　反対側から見たところ



障子堀越しに上部にある郭を見たところ



さて、その上部にある郭に登ってみよう



　　ここがその郭



　　　そこで右手の土塁を見たところ



　　　　これはその土塁上から、先程の虎口門を入った平場を見下ろしたところ



　　土塁を側面から見たところ/それほど高くは築かれていない（身を隠す程度か）



郭から登ってきた階段方向を見たところ



　　　　階段の右手も、こんな塩梅



　　　その先はここで土塁が無くなってしまっている/この更に先は住宅地として開発されていて、破壊されてしまったようだ



そこから先程の障子堀を見下ろしたところ/郭を攻める敵は、下の障子堀を越えて登って来なければならないが、そこを郭の
土塁の陰から狙われることとなる （クリックしてビデオを見る）

https://www.youtube.com/watch?v=7czJ1re-4bQ


　　　　説明板や石碑が立っている



郭内の地盤を掘り下げて、その土を周辺に盛り上げたということのようだ





小金城主の高城氏は千葉氏または分家の原氏の一族と云われ、松戸市域の活動は15世紀
中頃に栗ヶ沢に館を築いたのに始まり根木内城、小金城と本拠地を移してきたと記されている



上空から見た小金城跡/北条氏の軍事的勢力に組み込まれており、1590年（天正18年）に豊臣秀吉の小田原攻めによって共に滅亡したと云う



　　　金杉口周辺のアップ/左手に馬屋敷、右手に大勝院が見て取れる



　さて、こちらは郭の南側斜面下の平場



　　　階段を下りて右手を見たところ



正面が畝堀/右手に説明板が立っている



　　　これも北条氏が得意とする築城技術の一つ





　　これが畝堀



　　　アップで見たところ/土で埋まっていて良く分からない



　畝堀越しに上部にある郭を見たところ



　　　さて、これは階段を下りた左手の方向を見たところ



　　この先は住宅地となっているようだ



　さて、正面は大勝院の南東に所在する達磨口跡に残る土塁



　　　左手に標柱と説明板が見える



　　　　北東側の達磨口





　　　　昼間は架け渡し、夜は回転させる木橋が造られていたと記されている



振り返ると、前方は天神山のエリアか・・・/その手前の低地は堀跡と云うことのようだ



　　さて、達磨口跡に僅かに残る虎口遺構へ進もう



　　こんな塩梅



　両サイドに土塁



　　　　　左手の土塁を見たところ



　　　　　右手の土塁を見たところ



　　　　その土塁に登ってみたところ



　　　　虎口の遺構を見たところ



　　　　　そこで右手を見たところ



　　　　　同じく左手を見たところ



　　　　　これは左手の土塁が南方向に続いている部分を見たところ/右手前方が虎口遺構のあった場所/この左手で土塁は破壊されている



　　　　さて、大勝院へ行ってみよう



　　ここが大勝院/大きな立派な寺院だ



古くは根木内城の祈願所であったが、根木内城が手狭になったことから、この地に自然の谷を利用しながら深濠・土塁を築き上げて移転し、
十余万坪の城郭を完功させて城中の鬼門に安じた三ノ丸に大勝院を移転、以後、大谷口城主高城一族の祈願寺となったと記されている



　　　　山門から境内を見たところ



　　　本堂/昭和58年（1983年）の再建



　さて、この辺りは東側の「大手口」であったと思われるエリア



　　　　　　反対側から見たところ/遺構は残っていない



　　　さて、こちらは南側の「大谷口」



　　　　　左下が「大谷口」



　前方が「馬場山」



　　　　　その左手を見たところ/「外番場」方向か・・・



　　　　　　この付近は至る所に「大谷口」の名が残る



さて、正面は「神明社」へ向かう道すがらにある説明板と石碑



　　　こんな塩梅





　　「小金大谷口城跡」と刻まれた石碑



　　　さて、ここが「神明社」（神明神社）



「旧大谷口村現松戸市大谷口鎮守神明神社は小金城主高城氏天文年間に城鎮守として馬屋敷の地に創建す。落城後家臣団帰農
し大谷口村を興す時神明宮は大日霊命を祀り村鎮守に転ず。」と記されている



　　　　周囲の坂下から神明神社の地を見上げたところ



　　　庚申塔を使用した石垣風になっている高まりは土塁の名残とも云うが・・・



　　　　さて、ここは城域の南東に所在する東漸寺/ここも大きな立派な寺院だ



寺伝では開創された根木内の地が狭少でかつ堂宇もいたく破損していたので、当時小金の城主であった高城氏の勧めで根木内から
現在地に移ったと云う/小金城主高城氏の息子であった了学上人は檀林である地元・東漸寺で幼い頃より出家し、東漸寺住職となった



　総門を潜ると左右に土塁の名残のようなマウンドがあった



　　山門/仁王門



　　　　中雀門



　　　　　本堂



　　本堂の左手前には観音堂が建つ



　　　　　鐘楼



これは北小金駅北口近くに立つ小金宿の説明板/千葉県で最も歴史のある街の一つとして知られる旧水戸街道の小金宿は、
この東漸寺を中心に形成されていたと云う



　　　　　さて、ここは大手口の東側に所在する慶林寺



小金城主高城胤辰が母の霊を弔うために建立したのが始まりと云う





　　　　　本堂



　本堂の右手前にある七福神と説明板





　　　　　これが小金城主高城胤辰の母、桂林尼の墓





　　これは小金牧の野馬奉行であった綿貫夏右衛門の墓所
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